
JBICを活用した環境投資支援イニシアティブ
“LIFE” (Leading Investment to Future Environment) Initiative by JBIC

●金融危機による当面の景気の落ち込みに対して、景気対策として、その「前倒し及び迅速な実施」
（ローマG7）に資するものであって、かつ、環境改善等の長期的なインフラ課題にも対応できる環境
投資を、JBICを活用して支援。

●アジアを中心とした途上国を対象に、途上国政府及び民間セクターを支援。
●アジア・環境ファシリティも活用。また、国際開発金融機関とも緊密に連携しつつ、民間資金も動員。
●期間は2年程度。資金規模は50億ドル程度。

アジアを中心とした途上国における環境投資への支援
【主要分野】
○環境負荷の少ない発電事業（太陽光・地熱・風力発電、高い熱効率の石炭火力発電所等）
○エネルギー効率化、省エネ案件（既存送配電網の高度化、鉄鋼・セメントの炉の近代化・余熱回収、

ESCO （Energy Service Company）支援等）

○水（上下水道、廃水処理、淡水化、造水事業等）
○都市交通ネットワーク（人口稠密地域におけるモーダルシフト（大量輸送手段への転換）案件等）
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